
－1－ 

放流用種苗中間育成時の病害発生について 

 

池脇 義弘・沢田 健蔵 

湯浅 明彦＊・和泉 安洋＊ 

森  啓介＊ 

 

 

 

＊水産課 

 

 放流用種苗を適切なサイズになるまで中間育成することは,放流効果を高める上で重要であるが,育成

期間中の病害発生を防がなければその効果は十分なものとはならない。中間育成は,主に県内各地の漁業

協同組合で行われているが,その飼育施設および飼育条件は様々である。 

 今回,ヒラメ中間育成場 10 ヶ所（表 1）,トラフグ中間育成場 3ヶ所（表 2）についてその病害発生を

調査し,飼育条件等との関係について検討した。 

 

表 1 ヒラメ中間育成結果 

   

 

表 2 トラフグ中間育成結果 
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1 ヒラメ中間育成時の病害発生状況 

  滑走細菌症（鰭や体表に感染）が 4ヶ所で,ビブリオ病 Vibrio anguillarum Atype 感染症）が 1ヶ

所で発生した（表 3）。滑走細菌症の病魚の約半数は,体内に細菌（種類不明）の二次感染を受けてお

り,これも,へい死原因の 1つとなっていると考えられる。 

  滑走細菌症が発生したのはすべて角網生簀による海面での育成場であり,とくに育成場 H および I

では被害が大きかった。陸上水槽ではごくまれにみられるだけであった。 

 育成場 Fでのビブリオ病による被害も大きかった。 

 

表 3 ヒラメ中間育成魚の魚病発生状況 

   

 

2 滑走細菌のヒラメ稚魚に対する病原性 

材料および方法 

  もっとも被害が大きかった調査地点 I で分離された滑走細菌の病原性を確認するため,浸漬法によ

る感染実験をおこなった。実験区は 2区設け,処理区については鰭の一部を切除するなど,魚体表面に

なんらかのダメージを与えた。供試尾数は各区 10尾で,処理区では尾鰭および臀鰭の一部を切除した

もの各 2尾,背鰭の粘液を拭き取ったもの 3尾,白金耳で皮膚に火傷を負わせたもの 3尾とした。 

  菌攻撃法については,供試菌を液体 Zobell 培地で 20℃・48 時間培養した後,培養液を海水で 4倍に

薄め,その中に供試魚を各 10尾 15 分間浸漬した（菌濃度 6.8×109CFU／m ,液量 3.6 ,水温 24.5℃）。 

 

結  果 

  菌攻撃の翌日に,処理区で計 7 尾,無処理区で 2 尾のへい死が見られ,それ以降はへい死しなかった

（表 4）。 

  処理区のへい死魚には,各処理をした部位およびその周囲に表皮の変色が見られ,この部分を顕微鏡

で観察したところ滑走細菌が密集していた（表 5）。鰭の正常な部分には滑走細菌はほとんどみられな
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かった。また,無処理区のへい死魚の感染部位を図 1に示す。 

 

表 4 ヒラメ滑走細菌感染実験結果 

   

 

表 5 処理区へい死魚の滑走細菌付着状況 

   

 

 
図 1 無処理区へい死魚の感染部位（黒塗り部分） 

 

3 トラフグ中間育成時の病害発生状況 

  調査場所すべてでビブリオ病（Vibrio anguillarum Ctype 感染症）が発生し,その中には滑走細菌

症（尾鰭および尾柄部に感染）との合併症もみられた（表 6）。調査地点 Eでは原因不明のへい死もみ

られた。 

  中間育成場に種苗を収容してから 4～10日後には,ビブリオ病の発生が確認された。 
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表 6 トラフグ中間育成魚の魚病発生状況 

   

 

4 考   察 

  今回の調査結果から中間育成時に発生する病害の主原因は,ヒラメでは滑走細菌症,トラフグではビ

ブリオ病（血清型 Ctype）と考えられる。 

  ヒラメの滑走細菌症は,角網生簀での飼育時に発生する疾病で,海面での中間育成の生残率の低さ

（表 1）の主要な原因と思われる。感染実験結果から,鰭膜や皮膚の損傷部位が滑走細菌の感染部位で

あることが推察されたので,本疾病の発生要因の 1 つとして網生簀による魚体のスレが考えられる。

ヒラメの中間育成の方法としては,陸上水槽での飼育の方が適しているであろう。 

  一方,トラフグのビブリオ病は,“海面”・“陸上水槽”を問わず発生した。本疾病は,中間育成場に収

容後比較的早い時期に,すべての中間育成場で発生していることから,輸送直後の環境の変化による

ストレスがその発生要因となっている可能性が考えられる。その防疫対策のためには,ワクチンによ

る予防免疫法を開発することが望まれる。 


